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水団連企画委員会災害ワーキング 

災害時の対応について アンケート調査票 

（水団連会員企業向け） 

会社名：日本ヴィクトリック株式会社 

業務内容：各種パイプ継手の開発・製造・販売 

回答者（所属部署）：田辺真行(営業統括部) 

連絡先（電話番号、メールアドレス）：03-5114-8531、tanabe@victaulic.co.jp 

 

１．貴社において、2011 年以降、災害時に被災した水道事業体への支援活動を行った実績はありますか。 

  （該当する項目に☑をしてください。「ある」、とお答えの場合は、支援活動を行った災害と対象事

業体を記載してください。また、支援要請があった場合は、その旨もご記入ください。） 

 (1) ある【東日本大震災以前から、大震災発生後に自治体・WSP 等の要請により支援業務を実施】 

 ☐(2) ない 

 

２．支援した実績がある場合、具体的な支援内容をお答えください。 

（該当する項目に☑をしてください。複数回答可。具体的な実施事項を【】内に記入してください。記

入欄が不足する場合は適宜追加してください。） 

 (1) 資機材の提供 

  ☐給水車  

【記入例：２t 用車〇台、１t 社〇台、延べ〇日                                               】 

  ☐応急給水用資器材（給水タンク、給水袋、他） 

【記入例：車載用給水タンク２㎥ 〇台、給水袋２㍑〇袋                  】 

管路用資材（鋳鉄管、鋼管、樹脂管、他） 

【伸縮可とう管の部品交換及び新規製品の製作納品、漏水補修継手の備蓄在庫の供給】 

  ☐水処理設備関連資機材（ポンプ類、ろ過機、薬注設備、汚泥処理設備） 

【記入例：（浄水場が被災）次亜注入装置及び仮設配管（ブレードホース）一式          】 

  ☐電気計装設備関連 

【記入例：送水ポンプ用インバーター 〇台（破損したため取換修繕）             】 

☐タンク、水槽等 

【記入例：ＳＵＳパネル式水槽２㎥ ２台、給水袋２㍑用 1,000 袋               】 

  ☐可搬型浄水装置、緊急用浄水器 

【記入例：可搬型浄水装置（能力：48 ㎥／月）２台                       】 

☐発電機、重機、作業用車両等 

【記入例：移動式発電機 30ＫＶＡ ３台 、２ｔトラック１台                】 

  ☐水処理薬品類  

【記入例：次亜塩素酸ナトリウム 6％20 ㎏ 100 箱                     】 

  ☐その他（   ） 

【記入例：非常用食料 〇〇食、ペットボトル 2l、144 本                     】 

 (2) 支援要員の派遣 
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  設計・調査・測量関係（漏水調査/耐震診断を含む） 

【伸縮可とう管の現状漏水調査及び許容値確認３週間～１か月☓２名～３名】 

  ☐工事（配管、土木、建築） 

【記入例：水道管工事監督 延べ〇人日 、 同作業員延べ〇人日               】 

  作業等支援  

【伸縮可とう管部品交換作業及び漏水補修継手の設置作業 ２名☓１週間☓２回～３回】 

  ☐その他 

【記入例：事務業務支援 延べ〇人日                            】 

 (3) 支援金等の提供 

【記入例：義援金として日本赤十字社に 〇〇円供出                     】 

 (4) その他 

【緊急発生時の人員待機協力 東日本大震災時最大２名２週間 宮城県・茨城県】 

 

3．貴社において、災害時等にどのように対応していますか。 

 （該当する項目に☑をしてください。必要に応じ【】内にコメントを記入してください。） 

☐(1) 担当する部署（組織）を定め、通常時より準備・活動を行っている 

(2) 大規模災害発生時に、対策本部等を設置している 

☐(3) 被災地の近くの支店、営業所などが対応しており、本社は要請があったときに対応している 

 ☐(4) 特に準備はしていない 

 (5) その他（営業部員も作業ができる様に社内研修を実施。） 

【取付け作業は、営業部・リニューアル事業部・工場技術部対応。各工場は緊急生産体制実施】 

 

４．貴社において、災害時に情報をどのように入手していますか。 

 （該当する項目に☑をしてください。必要に応じ【】内にコメントを記入してください。） 

(1) 納入実績のある、水道事業体等から直接入手 

☐(2) 被災地の近くの支店、営業所等を通じて入手 

☐(3) 厚労省、日本水道協会の HP 等から入手 

(4) 水団連等関連団体より入手 

 (5) その他（所属団体及び取引先よりの情報） 

【日本水道鋼管協会・既設施工元請けゼネコン及び地元業者・取引先管メーカー】 

 

5．支援活動を行った際、困ったことはありますか。 

 （該当する項目に☑をしてください。必要に応じ【】内にコメントを記入してください。） 

 ☐(1) 特になし 

 (2) 支援しようとしたが、対応する窓口がわからなかった 

 ☐(3) 支援しようとしたが、必要な資機材や人員が確保できなかった 

 ☐(4) 費用負担、責任区分について不明だったので、どのように支援してよいかわからなかった 

 ☐(5) 自らも被災したため、支援できなかった 

  (6) その他（現場へ移動・燃料の確保） 

【移動車が緊急車両扱いにならず時間がかかった、レンタカーの確保が出来なかった】 
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6．今後、水団連の HP に貴社の災害時対応資機材等のリストを掲載することを希望しますか。 

（該当する項目に☑をしてください。） 

(1)希望する 

☐(2)考えていない 

 

7．質問 6 について「希望する」お答えした場合、貴社の災害用資機材（製品）の仕様等を「別紙」に記 

載してください。また、カタログ等があれば添付してください。 

 

8．その他ご意見等ございましたら、下欄にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上です、ご協力ありがとうございます。 

 

  

東日本大震災時に、水団連より配られた緊急車両扱いのお願い書は非常に役に立ったが、 

紙ベースであり、各拠点で、説明をする必要があり、時間が掛かった。車両に貼るステッカー 

(公的に証明され・事前登録配布)等の大きな目印があれば、スムーズと考えます。茨城県企業局

からは、現地で、ステッカーを渡され、宿泊ホテル・ガソリンも優先にて対応して頂き、助かり

ました。 
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参考：災害時における技術支援要請フロー（日水協「地震等緊急時対応の手引き」より） 

 

 


